
６．卸仕入
（１）［通信］画面（仕入データ受信）

［通信］を実施します

［通信］処理は、送受信区分を⼀括して実⾏しても
問題ありません。

［仕入データ受信］を選択します

［通信開始］を選択します

卸仕入でデータ確定を実施して、
初めて在庫数が変動します。

仕入未確定データあり
仕入データの受信が完了しています
実伝票と付合せしてデータ確定を実⾏できます

［はい］を選択します

［ＯＫ］を選択します

［閉じる］を選択します
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（２）［入庫 → 卸仕入］画面を起動します。

（３）［仕入］画面に受信データが表示されます。

⼤量の卸伝票を処理するときは、絞り込み条件を設定し、
表示されている分毎に確定✔すると操作しやすくなります。

（４）伝票毎に［確定］を押下します。

仕入データ受信時、上記のように薬品コードが自動表示されない場合があります。
この明細はこのままでは［確定］することができません。

・［レセコン］での、薬品マスタの取込みが未処理だった場合
・ＪＡＮマスタに未登録だった場合（新薬など）
・材料・ＯＴＣなど、薬価コード未設定の場合
・発注していた薬品と、違う薬品（名称変更品など）が届いている場合

この場合⼀度、薬ＶＡＮ上で「どの薬品コードと連動するか？」を設定する必要があります。
ＪＡＮコードと、薬品コードの紐付が出来れば、次回の仕入時は、自動的に該当の薬品コードに紐付ます。

納品伝票（実在庫）が届いている場合は
確定に✔を入れます

データの受信と、実際の納品には、タイムラグが生じる場合があります。
卸毎に、データ送信のタイムスケジュールが違うので、事前に確認しておきましょう。

ポイント

薬品コードが表示されない場合
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（５）該当の⾏の［薬品登録］を押下します。

（６）薬品コードを紐付します。

 確認メッセージが表示されます

（７）薬品コードがセットされ、伝票確定が可能になりました。

ＪＡＮ名称

ＪＡＮ名称を参考に薬品コードを
選択してください

ＪＡＮ名称名称と、
レセコンの名称の同期がとれました

購入形態と
レセコン上の登録単位と
同期が合うか確認してください

［確定］を押下します
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